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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
以下の論文は群の固有作用について調べようとした痕跡だと思われる．
位相空間 X とそれに左から作用している位相群 G に関してその群作用が固有であ
るというのは，まあ色々定義はあるけれども，群作用から誘導される写像 G × X →
X ×X; (g, x) 7→ (g.x, x) が固有写像になっていることである．ここで固有写像というの
はブルバキの意味である．つまり閉写像であって一点の引き戻しがコンパクトになる写像
ということであり，これは今ふうに言えば完全写像のことであるが，そもそも今は完全写
像とかあんまり聞かない．どうしてこうなった．Gとか X が都合のいい位相を持つ場合
には上の固有写像は今ふうな意味での固有写像で構わない．つまりコンパクト集合の逆像
がコンパクトというよく見るアレである．こういう話は，ブルバキが発端で，ブルバキに
色々書いてて，ブルバキ読めば勉強できると思うがとにかく固有作用の論文を紹介する．
さて最初に固有作用の定義を掲げておいてなんだが，固有作用の概念は異なるものが
複数あるようだ．Biller の論文 [3] においては Bourbaki による固有作用，Palais によ
る固有作用，そして Baum–Connes–Higsonによる固有作用の三つの差異を扱っている．
Biller Cartan 作用 (Cartan action) の概念をまず導入する．これは群のスタビライザー
と σG(A,B) = {g ∈ G | g.A∩B 6= ∅}という集合を使って定義される概念である．Biller

は上で述べた Bourbaki, Palais, Baum–Connes–Higson の固有作用はそれぞれ Cartan

作用のであって商空間がハウスドルフであるもの，正則であるもの，パラコンパクトであ
るものに対応していることを証明しているようである (詳細にはちょっと違うかも)．
論文 [1] では固有作用による商空間の位相がどうなるのか調査したようである．一般的
な予想として，X をパラコンパクトな位相空間で局所コンパクト群 Gが固有に作用して
いるときにX/Gがパラコンパクトになるかどうかというものと，局所コンパクト群 Gが
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距離空間 X に固有に作用しているときに X/Gが G不変な距離で距離化可能かどうかと
いうものを挙げている．それで，X を位相群として Gその局所コンパクト部分群とした
とき X には X それ自身の演算から誘導される群作用があるが，こういう状況で商空間
の位相を調べているようである．こういう状況では実は群作用は固有に勝手になっちゃっ
て，X がパラコンパクトならX/Gもパラコンパクトであることが示されている．他にも
いろいろ．例えば X と G に適切な条件を仮定して dim(X) ≤ dim(X/G) + dim(G) と
いうことなどを示している．
論文 [2] はよくわかんないけど，G が X に固有に作用しているときに dim(X) や

dim(X/G) の値を Gの部分群H で割った商空間X/H の次元などから計算する方法など
を証明しているようだ．
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